
東京女子医科大学 最後の一題 

問題 

　 x)0  のとき，関数g0 1x  を g0 1x =Q 0

p

4

-tant x dt と定める。このとき，g0 1x  の最小値と

　 そのときの x の値を求めよ。
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x)1  のとき， g0 1x  は単調に増加するから x=1 のとき最小値 
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　よって，h0 1h  は h=
p

8
 で最小値 log

+U2 1

2
 をとる。
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　より，g0 1x  は x=U2 -1 で最小値 log
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